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1 はじめに
複数人が参加する会議の日時調整には，多大な労力
が伴う．自身の期間内における空き時間の確認は，スケ
ジュール表に記載されている活動だけでなく，前後の
移動の有無，食事やリラックスなど記入されていない
活動時間を考慮する必要がある．本研究では，Google
カレンダーのスケジュールに加え，携帯端末上のアプ
リの使用履歴および位置情報からアクティビティを抽
出するボットを生成し，ボットとユーザの Direct Mail
(DM) による調整ならびにボット同士による会議日時
決定を代行する効率的な会議調整システムを提案する．
会議調整の流れは，複数人による会議グループのチャッ
トで，ユーザからボットに会議調整を DMより依頼す
ると，依頼ユーザのスケジュールに記載されていない
アクティブ時間を予測し，ユーザへ会議候補を推薦す
る．提案手法により，ユーザは日常の食事や移動のア
クティブな時間を考慮する必要がなく，会議調整の負
担を軽減できる．本稿では，ユーザのアクティビティ
の抽出手法の提案ならびに構築した LINEボットによ
る会議日程調整システムを検討する．

2 関連研究
昨今，従業員が自身のスマホなどの機器を仕事に使
用する，Bring Your Own Device (BYOD)に関する研究
が行われている．角田ら [1]は，BYOD環境におけるリ
モートワークを支援するチャットボットシステムを提案
している．提案システムでは，ドメイン内で名刺やス
ケジュールを管理することで，チャットボットを使用し
それら管理情報から会議日程を調整する．Ferdousi[2]
は，BYOD環境におけるセキュリティリスク軽減を目
的とし，BYODを企業が導入する際のセキュリティポ
リシーの作成手法についての紹介と評価を行っている．
また，牧野ら [3]は，LINEと Googleカレンダーを連
携し，イベントの日程調整並びに日程を管理するシス
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図 1: ユーザとボット間コミュニケーションによる会議
日程調整の流れ

テムを提案している．提案システムでは LINEグルー
プに当該アカウントを参加させることで，LINEボット
がカレンダーの空き時間から日程を調整する．
これら既存研究では，ユーザが明示的に入力したスケ
ジュールやメール等の情報をプライバシーを考慮しつ
つ利活用することで，ユーザの作業効率を向上できる．
しかしながら，食事や移動，リラックス時間等，ユーザ
が明示的に入力しない日常的な行動を含めた利活用に
は至っていない．本研究では，スケジュールの明示的
な行動だけでなく，スマホのセンサから得られるユー
ザのアクティビティを抽出できることが特異点となる．
提案手法により，他のユーザとのスケジュール調整の
負荷軽減が期待できる．

3 LINEボットによる会議調整システム
3.1 会議日程調整システムの概要
図 1に会議日程調整システムにおけるユーザとボッ
ト，ユーザ間，ボット間の通信構成を示す．会議日程調
整は，まず，ユーザがグループを生成すると各ユーザ
ごとにボットが生成される．グループ内ではメンバ間
がチャットによりコミュニケーションでき（図 1(a)の
(1)），会議開催を決定したら任意のユーザから開催を
行う趣旨のDMを Eボットに送る（図 1(a)の (2)）．生
成された各ボットは，ユーザの端末情報からアクティ
ビティを抽出し，スケジュール情報と統合し，ユーザ
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図 2: ボットによる会議日程調整システムの構成

へ空き時間を提案する（図 1(b)の (3)）．ユーザが提案
された空き時間を選択すると，各ユーザのボット間で
日程が調整される（図 1(b)の (4)）．なお，ボットはデ
フォルトは他ユーザに対して非表示とし，ボットと他
ユーザとの通信はできないものとするが，ユーザがボッ
トに表示の公開権限を与えれば，他ユーザと他ボット
との通信を可能とする．

3.2 会議日程調整システム構成
図 2に会議調整システムの構成を示す．会議調整シ
ステムは，スケジュールの取得機構（図 2(a)），携帯端
末の利用状況の収集機構（図 2(b)），アクティビティ抽
出機構（図 2(c)）で構成される．図 2(1)のGoogleカレ
ンダー等から取得したスケジュールから予定のない時
間を抽出し，図 2(2)からアプリ使用履歴および端末位
置情報を抽出する．これら取得した情報から図 2(3)の
アクティビティを抽出し，ユーザへ会議日程候補とし
て推薦する．

3.3 端末情報を利用したアクティビティ抽出手法
本研究では，会議日時調整を目的としていることか
ら，定常業務をアクティビティと定義する．定常業務は
端末のアプリ使用履歴および端末の移動情報から学習
する．具体的には，定常業務としてソフトウェア開発
をしている場合は開発環境の利用頻度が高く，休憩時
間に利用するアプリの利用頻度は低いため，利用頻度
の高いアクティビティ時間の一部を会議候補時間とし
て抽出する．また，食事や移動予測は，利用頻度に加え
て取得できた端末の移動情報も利用する．なお，LINE
ボットはインストールされた各端末（携帯端末や常設端
末）の位置情報を取得しデータベースで管理共有する．

4 LINEボット会議日程調整アプリの実装
端末は Android version 12とし，ボットは LINE Bot

SDK version 2.3.0，端末情報は Work Manager version
2.8.0を使用し，スケジュールは googleカレンダーより
取得し，実装した．図 3はグループチャットとDMにお

図 3: LINEボットによる日程調整アプリの UI

けるシステムの利用遷移画面である．まず，グループ
内の任意のユーザが日程調整開始を LINEボットにDM
より依頼する（図 3(1)）．依頼を受信した LINEボット
は抽出したユーザのアクティビティから空き時間を推
薦提供する（図 3(2)）．提示方法は，カレンダー形式と
し，スケジュールに記載されていない時間のうち，調
整可能または調整不可の予想結果を提示する．ユーザ
は，予想結果のうち判定誤りに対してのみ却下を選択
する．選択後，ボットは他ユーザのボットと調整し，会
議日程結果を提示する（図 3(3)）．

5 おわりに
本研究では，スケジュールと端末情報より定常業務
となるアクティビティを抽出し，会議日程可能な時間
を推薦する LINEボットを実装した．今後，ユーザ評
価によるアクティビティ抽出精度およびシステムの有
用性を検証する．
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